
■ 9 月 23 日(17:55～19:20) A－6   第 17 回日本選抜車椅子バスケットボール選手権大会■ 

 

 

 香川ＷＢＣ（四国） 富山県車椅子バスケットボールクラブ（東海北陸） 

No. 氏  名 持点 得点 ３Ｐ ２Ｐ 自投 ファ No. 氏  名 持点 得点 ３Ｐ ２Ｐ 自投 ファ

4 溝淵  功 4.5 15  6 3 2 4 前山 賢吉 4.5 11  5 1 4

5 山内  晶幸 1.0 4  2 3 5 森 広尚 1.0 4  2 3

8 古田  裕明 3.5 6  3 4 6 松元 健悟 3.0    2

10 田村  治仁 2.0 1   1 3 7 島 正樹 1.0 3  1 1 1

11 高木  一彰 4,0 4  2 5 8 高田 淳一 2.0 15  7 1

12 山地  慎吾 1.0 2  1 3 9 堀田 良明 4.0 7 1 2

14 鍋坂  勇夫 1.5    1 10 円山 真一 2.0    1

      11 中村 昌樹 2.0 12  6 3

      12 宮島 徹也 4.0 24  12 3

      13 浦田 菖伍 3.0    

      14 安田 武志 2.0    

      15 石田 均 2.0    1

合   計 32  14 4 21 合   計 76 1 35 3 18

主審／杉山兼吾  副審／八矢信宏  ・斉藤  登   スコアラー／星野  隼   タイマー／堀内政秀    
24 秒タイマー／武者亮太朗   

 

■ 戦評 記入者／渡辺  佶英 ＜高崎市バスケットボール協会＞ 

1Ｑ   富山⑧高田ミドル、⑫リング下での連絡ゴールで富山が先攻、香川④溝口シュートとフリースローで追いす

がる。香川は富山の動きにつけず、5 つ目のファール。富山の⑫と④前山のリング下でのゴールがよく決ま

る。また、速攻もよく出す。7－29。 

2Ｑ   富山のオールコートマンツで始まり、香川攻め切れずミスが多い。得点差が広がる香川は、ファールが多く

5分で 4つ目。5分富山はハーフマンツに変える。チームに動きの差がある香川のシュートミスが目立つＱで

した。14－46。 

3Ｑ   香川 4 分まで得点なし。富山のチームディフェンスがよく機能している。香川も⑧古田、⑤山内の得点が決

まり、残り 3分ぐらいから落ち着き、攻撃がよくなる。このＱは互角の戦いであった。28－62。 

4Ｑ   富山スタートメンバーに戻す。しかしリズムがつかめず動きが悪い。両チームともミスが多くなる。得点も

なし。4分富山⑧高田の得点から速攻も決まりだす。ゲームの流れは終始富山のペースで圧勝。32－76。 
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